
聞イテミル・考エテミル！？：自閉スペクトラム症の現在と未来 
 

「自閉スペクトラム症」、「アスペルガー症候群」、「広汎性発達障害」とは、ど

のような状態を指しているのでしょうか。あなたは、なにを知りたいですか。障害

の様々な側面が解き明かされることで、私たちの生活は、社会はどのように変わる

可能性があるのでしょうか。 

 

 2013年5月、自閉性障害やアスペルガー障害等は、「自閉スペクトラム症」と呼

ばれるようになりました。このような変化以外にも、自閉スペクトラム症について

多種多様な研究が、世界各地で進んでいます。そのような研究を支えるのは、自閉

スペクトラム症をもつ人々、家族、支援・教育現場などとの研究者のパートナーシ

ップです。 

 

 「聞イテミル・考エテミル！？：自閉スペクトラム症の現在と未来」では、自閉

スペクトラム症の測り方や診断基準、脳や身体のメカニズム、遺伝子や分子、ゲノ

ムなどの研究、そして研究と生活の関わりや当事者研究について、最先端の情報を

お届けします。さらに、研究が、私たちの生活とどのように繋がっているのかにつ

いて、周りの参加者と気軽に話したり、疑問をまとめたり、第一線の研究者と語り

合う場を設けます。この機会に、科学が解き明かしつつある自閉スペクトラム症の

今に触れ、自閉スペクトラム症をめぐる科学と私たちの未来について考えてみませ

んか？ 

 

日時 2017年3月18日  

第一部「講演の部」 9時40分-12時40分（9時20分開場） 

※ 第一線の研究者Talkを聞きたい！方向け 

   第二部「一緒に考える部」 14時00分-17時00分（13時45分開場） 

     ※ 自閉スペクトラム症の研究について、他の人達と一緒に考えたり、

第一線の研究者と対話したりしてみたい！方向け 

 

場所 大阪大学中之島センター 講義室304（大阪市北区中之島4-3-53） 

 

参加資格 どなたでもご参加頂けます（無料） 

※第二部は、第一部参加者のみご参加頂けます。 

 

なお第二部は、「話しやすい場づくり」が得意なファシリテーターがつ

きますので、お一人でお気軽にご参加頂けます。第二部の話し合い結果

は、実行委員会から研究者に届けます。 

 



聞イテミル・考エテミル！？： 
  自閉スペクトラム症の現在と未来 

日時 2017年 3月 18日 9時 40分-17時（9時 20分開場） 

場所 大阪大学中之島センター 講義室 304 

    （大阪市北区中之島 4-3-53） 

    http://www.onc.osaka-u.ac.jp/others/map/index.php 

参加資格 どなたでもご参加頂けます（無料）  

講師 片山泰一 氏 

（大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉

大学・福井大学 連合小児発達学研究科） 

      横山茂 氏 

（金沢大学子どものこころの発達研究センター） 

      義村さや香 氏 

（京都大学大学院医学研究科） 

      浦野茂 氏 

（三重県立看護大学看護学部） 
 

申込み 

第一部、第二部ともに、左のバーコード、あるいは 

下記の申込みサイトからお申し込みください。 

http://kokucheese.com/event/index/454925/ 

 「自閉スペクトラム症」、「アスペルガー症候群」、「広汎性発達障害」とは、どの

ような状態を指しているのでしょうか。あなたは、なにを知りたいですか。色々な

研究が進んでいくことで、私たちの生活は、社会はどのように変わる可能性が

あるのでしょうか。 
  

 「聞イテミル・考エテミル！？：自閉スペクトラム症の現在と未来」では、自閉ス

ペクトラム症の測り方や診断基準、脳や身体のメカニズム、遺伝子や分子、ゲノ

ムなどの研究、そして研究と生活との関わりや当事者研究について、最先端の

情報をお届けします。さらに、研究が、私たちの生活とどのように繋がっている

のかについて、周りの参加者と気軽に話したり、疑問をまとめたり、第一線の研

究者と語り合う場を設けます。 
 

 この機会に、科学が解き明かしつつある自閉スペクトラム症の今に触れ、自

閉スペクトラム症をめぐる科学と私たちの未来について考えてみませんか？ 
 

 第一部「講演の部」 ※ 第一線の研究者 Talkを聞きたい！方向け 

 第二部「一緒に考える部」 ※ 自閉スペクトラム症の研究について、他の人

達と一緒に考えたり、第一線の研究者と対話したりしてみたい！方向け 
 

※第二部は、第一部参加者のみご参加いただけます。「話しやすい場づくり」が

得意なファシリテーターがおりますので、お一人でもお気軽にご参加ください。 

主催 「聞イテミル・考エテミル！？：自閉スペクトラム症の現在と未来」実行委員会 

本企画は、科学研究費「ゲノム解析の革新に対応した患者中心主義 ELSIの構築」、「現代日本の生命医科学における疾患当事者の研究参画の研究」の支援を受けて開催します。 


